
９月から12月これだけは何が何でも絶対に続けて

LIVE CHANNEL premium
（ライブチャンネルプレミアムは、オンラインでの有料会員限定サービスです)

高2 高1 中3

週1回60分

1ヶ月2,300円
からの挑戦
9/13～開講

※時間割は裏面へ

主要教科の入試対策を重ねていきたいが、平月に通
塾を続けることが難しい方のために、特別にご案内
する週１回60分のリモート授業を基本とするメン
バーシップです。

(注)授業料は４カ月分一括納入となります。入会金やシステム費など
別途必要です。キャンペーン有。詳細は中面・最終面をご確認ください。



意中の第一志望大。絶対に合格したい
なら、主要教科は外せない。

英文法
入試への

英文読解
入試への

英作文
入試への

古典文法
入試への

60分×12回 60分×12回 60分×12回 60分×12回

数学ⅠA
入試への

数学ⅡB
入試への

数学Ⅲ
入試への

60分×12回 60分×12回 60分×12回

入試に向けた専門的な対策を進める上で、予備校を活用する人が極めて多
いことは周知の通りです。お茶の水ゼミナールでは、特に難関大学現役合
格に向けて「理解しできるようになっておかなければならない問題」「絶
対におさえておくべきポイント」をきちんと整理し、カリキュラムを構築
しています。大学受験に向けて、やるべきことの全貌を踏まえて、対策を
立て、学習のスケジュールが決められているケースはまれで、例えば、夏
休みは時間がとれるから講習に通うといったライフスタイル従属型の学習
プログラムになりがちです。意中の大学が、今の実力で合格できる見通し
であれば、いうことはないのですが、実際のところは、合格までの距離が
相当あるのではないでしょうか。そうした段階で「まだ早い」「時間が取
れない」での後回しが積み重なると、入試までにやりきれないことが増え
てしまいます。ですから、一朝一夕では習得困難な主要教科については、
通塾時間を節約し授業時間も極限まで絞った上での貴重な60分を毎週重ね
続けることが、とても大きなアドバンテージになるのです。

なぜ、オンラインであっても主要教科を続けるべき
なのか。予備校は必要か？

【講座ラインナップ】

LIVE CHANNEL premiumキャンペーン (9/12まで)

入会金割引*＋Amazonギフト券5,000円
＊入会金割引は９月入学キャンペーンを適用：8/31までの手続きで高校生15,000円割引・中学生10,000円割引。9/12までの
手続きで高校生10,000円割引・中学生5,000円割引。

※入試への古典文法は、
高２のみの対象



『入試への』シリーズ 時間割＆講座案内
講座名
（略称）

英文法 英文読解 英作文 数学ⅠA 数学ⅡB 数学Ⅲ 古典文法

曜日・時間
火曜
20:35ー
21:35

金曜
20:35ー
21:35

月曜
20:35ー
21:35

水曜
20:35ー
21:35

土曜
20:35ー
21:35

木曜
20:35ー
21:35

木曜
20:35ー
21:35

講座概要

高校英文法の
体系的理解と演
習：読むための
文法＆書くため
の文法

どんな英文でも読
めるようになる英
文読解法の系統
的理解と演習

英作文法の系統
的理解と整序英
作文・和文英訳

入試に直結する
数ⅠA重要代表
問の理解と定着

入試に直結する
数ⅡB重要代表
問の理解と定着

入試に直結する
数Ⅲ重要代表
問の理解と定着

古典文法の体系
的理解と演習：
読むための文法＆
解くための文法

N
o

週：
月ー土

講
師

尾形 尾形 髙栁 内山 佐藤 佐藤 秋元

担
任

山本 松﨑 中西 山形 長谷川 高野 中川

①
9/13

|
9/18

時制
英文解釈の基礎
①/SとVを探す

英語で考えるた
めの道具①

三角比① 微分法① 複素数平面① 動詞

②
9/20

|
9/25

不定詞
英文解釈の基礎
②/名詞を修飾
する構造

英語で考えるた
めの道具②

三角比② 微分法② 複素数平面②
形容詞・形容動
詞

③
9/27

|
10/2

動名詞
英文解釈の基礎
③/目的語後置

文化を超えよ 三角比③ 積分法① 複素数平面③ 係り結び

④
10/4

|
10/9

分詞①
身近なテーマ①/
倒置

文脈依存を意識
する

三角比④ 積分法② 複素数平面④
助動詞①「ず・き・
けり・つ・ぬ・たり・
り」

⑤
10/11

|
10/16

分詞②
身近なテーマ②
/with+OC

言語化する 図形① 数列① 二次曲線①
助動詞②「む・む
ず・じ・らむ・けむ・
べし・まじ」

⑥
10/18

|
10/23

SVOC
身近なテーマ③/
否定語と比較

評価を加えて語
る

図形② 数列② 二次曲線②
助動詞③「まし・ま
ほし・めり・なり(推

定)・なり(断定)」

⑦
11/1

|
11/6

関係詞①
社会的テーマ①
/V O as C

大きく、小さく 整数の性質① 数列③ いろいろな関数①
助動詞④「る・ら
る・す・さす・しむ」

⑧
11/8

|
11/13

関係詞②
社会的テーマ②/
接続詞がつなぐも
の

比喩を解消 整数の性質② 数列④ いろいろな関数②
助詞①「格助詞・
接続助詞」

⑨
11/15

|
11/20

助動詞
社会的テーマ③/
（続）接続詞が
つなぐもの

心を込めて伝えよ
うとする

整数の性質③ ベクトル① 極限①
助詞②「終助詞・
副助詞」

⑩
11/22

|
11/27

比較①
学術的テーマ①/
多義語

難語の処理 場合の数① ベクトル② 極限②
文法識別①「し・
なむ・なり」

⑪
11/29

|
12/4

比較②
学術的テーマ②/
複雑なSVOC

一つ選ぶ型 場合の数② ベクトル③ 極限③
文法識別②「に・
ぬ・ね・らむ・る・
れ」

⑫
12/6

|
12/11

仮定法
学術的テーマ③/
強調構文

二者択一型 場合の数③ ベクトル④ 極限④ 敬語法

◎上記講座（『入試への』シリーズ）は、リモート学習をメインとする会員制度(メンバーシップ)です。
受講生は校内生扱いとなり、校内生と同等の各種サービスが受けられます。例：自習室利用・お茶ゼミ
模試受験(無料)・進研模試受験(有料)・講習校内生料金・OSNET[校内生専用サイト]など
◎上記講座は、受講生の適切なペースメイキングの観点から、毎週決まった時間にZoomによるライブ
授業を行います。ただし、諸事情によりライブ授業を欠席される場合には、所定の期間内で収録映像に
よるリカバーが可能です。ライブ授業後、OSNETから録画を視聴いただけるようになります。

少人数制の指導で確かな成果を

※上記時間割・担当講師・担任・カリキュラムは都合により予告なく変更する場合があります。



【受講費(税込)】9-12月分の４カ月一括でのお支払い
１講座9,200円(１カ月あたり2,300円) ２講座15,200円(１カ月あたり3,800円) ３講座21,200円(１カ月あたり5,300円)
４講座27,200円(１カ月あたり6,800円) ５講座33,200円(１カ月あたり8,300円) ６講座39,200円(１カ月あたり9,800円)
※上記のほか、入会時には入会金（キャンペーン割引あり） 及び毎月1,200円のシステム費（高校生のみ）が別途必要です。

【申込方法】
校舎受付にて直接お申込みいただくか、お電話にて承ります。受付後、受講費支払方法・接続方法等必要事項をご案内します。

【問合せ先】 月～土 13～20時 日：13時～19時
東京本校（水道橋）03-3238-0400 渋谷校 03-3409-4400 池袋校 03-3989-0400 吉祥寺校 0422-29-0040

受講費・申込方法・問合せ先

【よくあるご質問】

Q：選抜試験の受験は必要ですか？
A：必要ありません。

Q：テキストは、どこでもらえますか？
A：ご家庭でOSNET(マイページ)から「ダウンロード→印刷」していただくことになります。

Q：復習テスト(Weekly Test)はありますか？
A：毎回授業後、宿題を出します。期限内に提出してもらい、採点して返却します。

Q：オンライン授業は見ないままになりがちで心配なのですが。
A：担任が毎回出欠をとります。欠席の場合も録画版で追いついて、宿題も出してもらいます。

Q：自宅に何があればよいですか？
A：Zoom接続が可能な、ネット接続のPC/タブレット(画面が小さくてよいならスマホ)と、テキスト・テストをプリントアウトできる環境があれば大
丈夫です。

Q：この講座だけで大丈夫ですか？
A：目標に到達するのに十分な「質×量」を確保する必要があります。お茶ゼミでは、教室に足を運んで、ライバルたちと切磋琢磨しながら、毎
週120分の授業を受けて、次週にWeekly Testで確認するサイクルが最も推奨できる学習スタイルです。教室でなくとも、自宅で教室授業を
収録した映像をベースに学習を進めることもできます。ただし諸事情により、通塾時間や１回あたりのかけられる時間に限りがある場合に、毎週
これだけは身につけていってほしいというところを選りすぐりこの『入試への』シリーズを開設しています。普段はこの講座で勉強をして、都合がつくよ
うになるどこかの時点で教室授業に合流したり、次の講習会に参加したりして、十分にチカラをつけて欲しいと考えています。絶対に避けて欲しい
のが「まだ始めなくてよい」と先送りしてしまうことです。入試対策において、早く始めすぎたという声は聞いたことがありません。

Q：お茶ゼミの教室授業で英語をとっています。この講座で英語も必要ですか？
A：お茶ゼミの教室授業をしっかり学習していれば大丈夫です。

Q：お茶ゼミの教室で数Ⅲがとれません。この講座で数Ⅲをとろうと思います。アドバイスありますか。
A：教室授業を収録した映像受講をまずご検討ください。それも無理な場合は、この講座で数Ⅲを受講して下さい。何も対策をしないというこ
とは避けてください。

Q：ほかの予備校で英語をとっています。英作文が手薄なので、この講座で英作文をとりたいと思っていますが。
A：はい。現在お通いの予備校で手薄な英作文はこの講座で力をつけて欲しいと思います。

Q：レベルや対象学年を教えてください。
A：対象学年は高校内容を学習する中３から高２で、レベルは高２GTZ-Aレベル(筑波大・理科大・横国大・立教大等レベル)を想定して
います。もちろん高２で東大を目指す生徒であっても標準的な問題をマスターすることはとても重要ですし、やる気のある中３生が少し背伸びを
しながら毎週60分に必死に食らいつくというのもよいことだと思います。数学はⅠA・ⅡB・Ⅲそれぞれ(未習も考慮し)高校範囲で学習を開始し、
４カ月で”高２冬期前までに到達して欲しいレベル”まで引き上げることを想定しています。ⅠAなら高１生と一貫校の中３生が、ⅡBは高２
生と進度の早い高１生が、Ⅲは理系の高２生が受講することになると思います。英語は中学範囲を終わっていることを前提に４カ月間で”高
２冬期前までに到達してほしいレベル”まで引き上げることを想定しています。英文法は中３・高１・高２生、英文読解は高２生と意欲ある高
１生、英作文は意欲ある高２＆高１生の受講を想定しています。古典文法は高２生対象です。いずれの講座も、知識量やレベルというより、
少ない知識でも、しっかり考えていく力を養成することを主眼としていますから、得意な人は「知っている感じがする」とおろそかにせず完全理解し
「できる」「解ける」を心がけ、苦手な人は正しい考え方をしっかり身につけられるように頑張ってほしいと考えています。

Q：質問はできますか？
A：オンライン授業を中断する形での質問は無理ですが、専用のメールその他で質問ができます。回答は質問内容に応じて、メールであったり、
電話であったり、オンラインであったり適切な形で行います。

少人数制の指導で確かな成果を


